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はじめに 

 

１ 目的別事業群説明書について 

「目的別事業群」とは、東広島市の最上位計画である「第五次東広島市総合計画」（以下、「総合計画」

という。）に掲げる施策と行政経営システムにおける事務事業の中間に位置するもので、総合計画のまちづ

くり大綱の５つの柱である「仕事づくり」、「暮らしづくり」、「人づくり」、「活力づくり」、「安心づくり」

におけるそれぞれ６つの施策の実現に向け、同じ目的を持つ事務事業をまとめたものです。 

本説明書は、「目的別事業群」に係るＰＤＣＡサイクルの機能を向上させる取組みの一環として、令和２

年度に実施した６０の目的別事業群を対象に、それぞれの取組みを分析・評価し、今後の課題・取組方針

などを記入した目的別事業群シートと、その５つの柱を支える共通基盤を対象に、それぞれの取組みや活

動実績などを記入した共通基盤シートをとりまとめたものです。 

 

２ 目的別事業群シートの構成 

目的別事業群ごとに、次の項目により構成しております。 

(1) 総括管理シート：成果指標項目の現状分析から具体的取組までの筋道と、その成果指標について整

理するとともに、目的別事業群を構成する各事務事業の寄与度、事業費、成果指

標及び取組の分析に基づく評価、そして今後に向けての課題と取組方針を記載し

たものです。 

(2) 概 要 シ ー ト：目的別事業群を構成する取組みの概要をまとめたものです。 

なお、公営企業会計については、コスト情報における収益的収支、資本的収支を盛り込むなど、できる

だけ分かりやすくなるように記載しています。 

 

３ シート記入項目の説明 

（１）総括管理シート 

ア 「１ 第五次東広島市総合計画に掲げる施策」 

項目名 項目の説明 

まちづくり大綱 

 総合計画に掲げている「１ 仕事づくり」、「２ 暮らしづくり」、「３ 人づくり」、

「４ 活力づくり」、「５ 安心づくり」のどれに位置付けられているかを記入して

います。 

施策  それぞれのまちづくり大綱におけるどの施策かを記入しています。 

施策の将来の目標像 総合計画基本計画におけるそれぞれの施策で目指す姿を記入しています。 

施策の数値目標 総合計画基本計画におけるそれぞれの施策の数値目標を記入しています。 

 

イ 「２ 目的別事業群の概要」 

項目名 項目の説明 

目的別事業群名 当該目的別事業群の名称を記入しています。 

主管部局・所属  当該目的別事業群の執行・管理責任を担う部局名、所属名を記入しています。 

関係部局・所属 
当該目的別事業群に取り組む主管部局・所属以外の部局名、所属名を記入して

います。 
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ウ 「３ 成果指標項目（定量的指標）の現状分析から具体的取組までの筋道」 

項目名 項目の説明 

成果指標項目 

（定量的指標） 

 施策の実現に向けて、目的別事業群における目的や成果項目のうち、具体的に

測定できるもの（定量的指標）の項目を記入しています。 

現状分析 
目標に対する現状との乖離について記入しています。（目標が「〇〇を××件

にする」の場合、○○の現状は何件、どのように推移しているのか 等） 

課題の把握 
目的達成に向けて、事業を進める上での細かな課題などを簡潔に記入していま

す。 

解決のための仮説 
課題解決のために仮説を立てて、課題解決への道筋を示しながら、考えが分か

るように記入しています。 

具体的取組 実際の取組みや動きが分かるように記入しています。 

 

エ 「４ 成果指標」 

項目名 項目の説明 

成果指標項目 

（定量的指標） 

 「３ 成果指標項目（定量的指標）の現状分析から具体的取組までの筋道」の

成果指標項目（定量的指標）と同じ項目を記入しています。 

初期値（年度） 
指標を設定した年度における数値（特に定めていない場合は、直近値とその年

度）を記入しています。 

成果指標 令和元年度、令和２年度、令和３年度における指標の数値を記入しています。 

終期目標値（年度） 

達成率 
指標を設定した年度の終期目標値とその達成率を記入しています。 

単位 設定指標の単位を記入しています。 

成果指標項目 

（定性的指標） 

施策の実現に向けて、目的別事業群における目的や成果項目のうち、数値で示

せない定性的指標を記入しています。 

なお、達成率は１０％刻みとしており、０％（効果なし・未実施）～１２０％

（目標を上回って達成）で評価しています。 

 

オ 「５ コスト情報」 

項目名 項目の説明 

目的別事業群 

事業費（千円） 

目的別事業群を構成する事務事業の令和２年度当初予算額・決算額、前年度当

初予算額・決算額のそれぞれの合計を記入しています。また、予算額・決算額に

おける国・県の補助金などの財源を含まない「一般財源」も記入しています。 

人件費 

令和２年度の各事務事業に従事した人役を基に、人件費を計算しています。 

【人件費単価(※)】６，３７０千円／年 

※ 人件費単価は、正規職員（一般行政職員）の給料、諸手当（時間外手当及び

管理職特勤を除く。）、共済費等を含む平均額で計算しているため、実際に配

置された職員等の人件費の合計額とは一致しません。 
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カ 「６ 目的別事業群を構成する事務事業の寄与度等」 

項目名 項目の説明 

№ 
 目的別事業群を構成する事務事業を寄与度の高い方から順位付けし、昇順に記

入しています。 

款・項・目 

事務事業名 

 各事務事業の款・項・目とその名称を記入しています。 

 なお、令和元年度から令和２年度への繰越のみで構成されている事務事業につ

いては、款項目の後に「※繰越のみ」と記入しています。 

所属 

事務事業に取り組む所属名を記入しています。（複数の部署が所管している場

合は、連名で記入しています。） 

なお、令和３年度から担当部署の所管換えがあった場合は、令和３年度の担当

部署名を記入しています。 

人役 

令和２年度の各事務事業に従事した人役を記入しています。 

【人役の考え方】 

１人役＝「一人の職員が１日 7 時間 45 分、１年間勤務したもの」とし、時間

外勤務時間を含めた人役を算出しています。 

（例） 

・１日 7時間 45分・１年間勤務・時間外勤務時間 250 時間＝1.13人役 

・１日 7時間 45分・１年間勤務・時間外勤務時間０時間＝1.00人役 

・１日 5時間 45分・１年間勤務・時間外勤務時間０時間＝0.74人役 

・１日 7時間 45分・６か月勤務・時間外勤務時間０時間＝0.50人役 

R1年度当初予算額 

R1年度決算額 

令和元年度当初予算額及び決算額を記入しています。 

また、決算額には平成３０年度から令和元年度への繰越を含みます。 

R2年度当初予算額 

R2年度決算額 

令和２年度当初予算額及び決算額を記入しています。 

また、決算額には令和元年度から令和２年度への繰越を含みます。 

なお、令和元年度から令和２年度への繰越のみで構成される事務事業について

は、令和２年度決算額のみを記入しています。 

寄与度 
目的別事業群を構成する事務事業間で、目的別事業群の目的を達成するために

寄与している度合いの高低を相対評価で表しています。 

 

キ 「７ Ｒ２事業費の分析（差額＝「Ｒ２年度当初予算額」－「Ｒ２年度決算額」）」 

項目名 項目の説明 

差額 
当該目的別事業群の令和２年度当初予算額と決算額の差額（「Ｒ２当初予算額」

－「決算額」）を記入しています。 

分析 その差額となった原因を分析し、その理由を記入しています。 

 

ク 「８ Ｒ２成果指標の分析（成果指標の平均達成率）」 

項目名 項目の説明 

達成率 
「４ 成果指標」で設定している成果指標項目のうち、令和２年度の達成率の

平均を記入しています。 

分析 その達成率となった原因を分析し、その理由を記入しています。 
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ケ 「９ 取組の分析」 

項目名 項目の説明 

妥当性 

もともと何が起こることを期待して、取組を設定していたのかを明確にし、そ

の期待（思惑）どおりに物事が進んだのかを分析しています。 

【分析ポイント】 

取組の目的・対象・手段の設定は、社会のニーズ等を踏まえ適切であったのか。 

効率性 

実施した事業に対して投入したコストとその成果を明確にし、それが効率的で

あったのかを分析します。 

【分析ポイント】 

投入資源量、実施主体等を踏まえ、最も経済的・効率的な手段であったのか。 

外的要因 

外的な要因により、良くも悪くも影響はあったのかを分析しています。 

【分析ポイント】 

外的な要因による影響はあったのか。 

 

コ 「１０ 総合評価」 

項目名 項目の説明 

総合評価 

右表「総合評価の算出方

法」に基づき、「成果指標」

「妥当性」「効率性」につ

いて、３段階で評価し、そ

の合計点（９点満点）から

「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の総合評

価をします。 

＜評価＞ 

Ａ：８点以上 

Ｂ：５点以上７点以下 

Ｃ：４点以下 

＜総合評価の算出方法＞ 

総評 
これまでどんな問題があり、令和２年度において、何を目的・目標として、ど

のようなことをしたのか、その結果、何が起こったのかを記載しています。 

 

サ 「１１ 今後の課題及び取組方針」 

項目名 項目の説明 

課題 
これまでの分析・総合評価を踏まえて、令和３年度に向けて残ってしまった令

和２年度の課題を記載します。 

課題を踏まえた今後

の取組方針 

課題を解決するために、どのような解決策があり、その解決策により、どのよ

うな結果を期待するのかを記載します。 

 

 

 

 

 

 

効

率

性

3 取組の手段は、概ね経済的・効率的であった。

2 一部見直しが必要である。

1 大幅に見直しが必要である。

妥

当

性

3 取組の目標・対象・手段の設定は概ね適切であった。

2 一部見直しが必要である。

1 大幅に見直しが必要である。

成

果

指

標

3 概ね達成できた（達成率９０％以上）。

2 目標の中間程度は達成できた（達成率５０％以上９０％未満）。

1 目標の半分も達成できていない（達成率０％以上５０％未満）。
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（２）概要シート 

項目名 項目の説明 

まちづくり大綱 

 総合計画に掲げている「１ 仕事づくり」、「２ 暮らしづくり」、「３ 人づくり」、

「４ 活力づくり」、「５ 安心づくり」のどれに位置付けられているかを記入して

います。 

施策  それぞれのまちづくり大綱におけるどの施策かを記入しています。 

目的別事業群 当該目的別事業群の名称を記入しています。 

事業の概要 

当該目的別事業群において令和２年度に実施した主な取組み、活動実績を記入

しています。 

【新】：新規に取り組んだものです。 

【拡】：内容の拡充があったものです。 

 

 

（３）共通基盤シート 

項目名 項目の説明 

区分 
「市民ニーズの的確な把握と質の高い行政サービスの提供」もしくは「効率的

で持続的な行政経営の推進」のいずれかを記入しています。 

部局名 当該共通基盤事業の所管部局名を記入しています。 

内容 

当該共通基盤事業において令和２年度に実施した主な取組み、活動実績を記入

しています。また、掲載順は決算事項別明細書に記載する順（款項目順）として

おります。 

【新】：新規に取り組んだものです。 

【拡】：内容の拡充があったものです。 
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４ 総合計画施策体系一覧表 

第五次東広島市総合計画の施策体系は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

未
来
に
挑
戦
す
る
自
然
豊
か
な
国
際
学
術
研
究
都
市 

 

 
【仕事づくり】 

１．知的資源と産業力で 

多様な仕事が生まれるまち 

 
１ 産業イノベーションの創出 

 

目
的
別
事
業
群 

 

事
務
事
業 

 
２ 中小企業等の活力強化 

  

 
３ 企業の投資促進 

  

 

 
４ 農山漁村の魅力づくりと農林水産業の活性化 

  

 
５ 地域資源を活かした観光の振興 

  

 
６ 働き方改革の推進による雇用環境の充実 

  

     

【暮らしづくり】 

２．自然と利便性が共存する 

魅力的な暮らしのあるまち 

 
１ 暮らしを支える拠点地区の充実 

  

 
２ 安全で円滑な生活交通の充実 

  

 
３ 快適な生活環境の形成 

  

 

 
４ 豊かな自然環境の保全 

  

 
５ 市民協働のまちづくりによる地域力の向上 

  

 
６ 多文化共生と国際化の推進 

  

     

【人づくり】 

３．誰もが夢を持って成長し、 

活躍できるまち 

 
１ 人権・平和の尊重と男女共同参画の推進 

  

 
２ 乳幼児期における教育・保育の充実 

  

 
３ 高い教育力と伝統を活かした学校教育の実践 

  

 

 

 
４ 新たな価値を創造する人材の育成 

  

 
５ 知的資源と国際性を活かした人づくり 

  

 
６ 市全体が「学びのキャンパス」となる環境づくり 

  

     

【活力づくり】 

４．学術研究機能や多様な人材の交流

から新たな活力が湧き出すまち 

 
１ 学術研究機能の発揮による都市活力の創出 

  

 
２ 多様性豊かな市民の力が輝くまちづくり 

  

 
３ 都市成長基盤の強化・充実 

  

 

 
４ 交通ネットワークの強化 

  

 
５ 環境に配慮した社会システムの構築 

  

 
６ 未来を感じるプロジェクト挑戦都市 

  

     

【安心づくり】 

５．自助・互助・共助・公助によって

安心した生活を送れるまち 

 
１ 災害に強い地域づくりの推進 

  

 
２ 安全・安心な市民生活の実現 

  

 
３ 総合的な医療体制の確立 

  

  

 
４ 健康寿命の延伸による生涯現役社会の実現 

  

 
５ 誰もが生き生きと暮らせる地域共生社会の実現 

  

 
６ 安心して子どもを産み育てられる環境づくり 

  

       

 
５つの柱を支える共通基盤 

 
市民ニーズの的確な把握と質の高い行政サービスの提供  事

務
事
業  

 
効率的で持続的な行政経営の推進  

 

将来都市像：未来に挑戦する自然豊かな国際学術研究都市  

～住みたい、働きたい、学びたいまち、東広島～  

＜まちづくり大綱＞ ＜施策＞ 
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1 1
産業イノベーションの
創出

① イノベーション創出環境の充実 産業部 …… 10

2 中小企業等の活力強化 ① 中小企業等の活力強化 産業部 …… 14

① 企業誘致・留置と投資促進 産業部 …… 18

② 設備投資・最新技術導入の促進 産業部 …… 22

①
地域社会の持続のための農林水産業
の推進

産業部 建設部 …… 26

② 農林水産業の高収益化の推進 産業部 …… 36

① 日本酒のまちの魅力向上 産業部 …… 44

②
観光コンテンツ開発及び地域産業づ
くり

産業部 …… 48

① 働き方改革の推進 生活環境部 産業部 …… 54

② 多様な人材の活躍促進 産業部 生活環境部 健康福祉部 …… 58

2 ① 良好な市街地形成の推進 都市部 …… 64

② 住環境の整備・保全 都市部 地域振興部 …… 70

① 生活交通ネットワークの充実 地域振興部 …… 74

② 市道、街路、国県道の整備・保全 建設部 都市部 …… 78

① 循環型社会の構築 生活環境部 …… 82

② 水の安定供給 水道局 生活環境部 地域振興部 …… 88

③ 公共用水域の水質保全 下水道部 生活環境部 地域振興部 …… 92

4 豊かな自然環境の保全 ① 豊かな自然環境の保全 生活環境部 …… 96

5
市民協働のまちづくり
による地域力の向上

①
市民協働のまちづくりによる地域力
の向上

地域振興部 …… 102

①
言語・文化等の違いによらない円滑
な暮らしの実現

生活環境部 財務部 消防局 …… 110

② 国際交流と相互理解の促進 生活環境部 …… 116

3 ① 人権啓発の推進 生活環境部 …… 122

② 男女共同参画の推進 生活環境部 …… 126

③ 平和を希求する人材の育成 総務部 …… 130

2
乳幼児期における教
育・保育の充実

① 幼児教育・保育の充実 こども未来部 学校教育部 …… 134

① 学校運営の支援と教育内容の充実 学校教育部 …… 140

② 特別なニーズに対応した教育の充実 学校教育部 …… 148

③
地域と連携した青少年健全育成の環
境づくり

学校教育部 生涯学習部 …… 152

① 理科系教育分野等の教育内容の充実 学校教育部 …… 158

②
子どもの興味・関心及び創造性を伸
ばす教育の充実

生涯学習部 …… 162

5
知的資源と国際性を活
かした人づくり

①
大学・企業等との連携による学びの
充実と国際感覚の醸成

学校教育部 生活環境部 生涯学習部 …… 166

①
生涯を通じて地域で学び、活躍でき
る環境の整備

生涯学習部 …… 172

②
芸術文化活動の活性化と歴史・文化
の伝承

生涯学習部 …… 178

③
生涯にわたってスポーツを楽しめる
環境の形成

生涯学習部 学校教育部 …… 186

地域資源を活かした観
光の振興

5

働き方改革の推進によ
る雇用環境の充実

6

1
暮らしを支える拠点地
区の充実

令和２年度目的別事業群シート　目次

関連部局目的別事業群
まちづくり

大綱
施　　策 主幹部局

掲載
ページ

農山漁村の魅力づくり
と農林水産業の活性化

4

企業の投資促進3

市全体が「学びのキャ
ンパス」となる環境づ
くり

6

新たな価値を創造する
人材の育成

4

高い教育力と伝統を活
かした学校教育の実践

3

人権・平和の尊重と男
女共同参画の推進

1

6

3

2

多文化共生と国際化の
推進

快適な生活環境の形成

安全で円滑な生活交通
の充実

仕
事
づ
く
り

人
づ
く
り

暮
ら
し
づ
く
り
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関連部局目的別事業群
まちづくり

大綱
施　　策 主幹部局

掲載
ページ

4 ①
大学等の知的資源を活かしたイノ
ベーションの創出環境の充実

総務部
(経営戦略担当)

…… 194

②
大学との連携によるまちづくりの推
進

総務部
(経営戦略担当)

…… 200

①
多様な人材力が発揮できる環境の充
実

総務部
(経営戦略担当)

…… 204

総務部
(経営戦略担当)

建設部

都市部

① にぎわいと魅力ある都市空間の形成 都市部 総務部
(経営戦略担当)

産業部 …… 216

② 新たな産業基盤の整備 産業部 …… 220

① 公共交通ネットワークの強化・充実 地域振興部 都市部 …… 224

②
高規格幹線道路及び幹線道路交通網
の整備

都市部 …… 228

産業部 学校教育部

生涯学習部

6
未来を感じるプロジェ
クト挑戦都市

①
「まるごと未来都市」の形成に向け
た取組みの展開

総務部
(経営戦略担当)

地域振興部 …… 238

5 ① 災害対応力の強化 総務部 財務部 …… 246

② 地域防災力の強化 総務部 消防局 …… 252

③ 防災・減災のための基盤整備 建設部 下水道部 …… 256

①
安全・安心な市民生活の実現に向け
た環境づくり

総務部 …… 262

② 消防・救急・救助体制の強化 消防局 …… 266

③ 火災予防・応急手当の普及・啓発 消防局 …… 272

① 持続可能な救急医療体制の整備 健康福祉部 …… 278

② 高度専門医療の機能充実 健康福祉部 …… 282

③ 災害時、感染症まん延時の対応 健康福祉部 …… 286

① 健康維持の推進 健康福祉部 …… 290

② 介護予防の推進 健康福祉部 …… 294

① 地域包括ケアシステムの深化・推進 健康福祉部 …… 300

② 障害者の自立支援 健康福祉部 こども未来部 …… 308

③
地域での支え合いの促進と総合的な
相談支援体制の構築

健康福祉部 こども未来部 …… 314

①
妊娠期から子育て期までの切れ目の
ない支援体制の構築

こども未来部 生涯学習部 …… 320

② 保育環境の充実 こども未来部 生涯学習部 …… 328

（５つの柱を支える共通基盤）

総務部 総務部
(経営戦略担当)

財務部

生活環境部 健康福祉部 こども未来部

建設部 都市部

総務部 総務部
(経営戦略担当)

財務部 …… 350

学術研究機能の発揮に
よる都市活力の創出

4

3

2

1

2

1

交通ネットワークの強
化

都市成長基盤の強化・
充実

多様性豊かな市民の力
が輝くまちづくり

効率的で持続的な行政経営の推進

活
力
づ
く
り

安
心
づ
く
り

6

5

4

安心して子どもを産み
育てられる環境づくり

誰もが生き生きと暮ら
せる地域共生社会の実
現

健康寿命の延伸による
生涯現役社会の実現

総合的な医療体制の確
立

安全・安心な市民生活
の実現

災害に強い地域づくり
の推進

3

掲載
ページ

区　　分

市民ニーズの的確な把握と質の高い行政サービスの提供

該当部局

…… 334

…… 2325
環境に配慮した社会シ
ステムの構築

① 環境に配慮した社会システムの構築 生活環境部

210②
移住・定住の促進とにぎわいや交流
の創出

地域振興部 ……
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